
第 18 回 みなと座談会
当機構は平成 16 年度から、みなとまちの地域づくりについて考える「みなと座談会」を女性の視点

から考え活動している「北海道みなとまちづくり女性ネットワーク」と共催し、各地で意見交換会を
開催しています。
⚑回目の函館市から始まり、釧路、室蘭、稚内、広尾、留萌、苫小牧、函館、室蘭、紋別、釧路、

札幌、稚内、室蘭、留萌と続き、一昨年の第 16 回は苫小牧で開催されました。
昨年の第 17 回は新型コロナウイルス感染症拡大が続く状況であったため皆様の安全確保のため中

止としました。今年の第 18 回も新型コロナウイルスに係る状況に改善がなかったことから昨年と同
様に中止としました。

道内各地の新型コロナウイルスの感染拡大状況に
応じ「北海道みなとまちづくり女性ネットワーク」
においても予定されていた活動を中止とした箇所も
ありましたが、苫小牧では「コロナに負けるな！

みなとコンサート」の「2021 春」「2021 夏」、「未来
へつなぐ！みなとコスモスロード」の（スタートセ
レモニー）と（アフターフォロー）、「漁港区の美化
活動」や「花いっぱい活動」などが開催されました。
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また、留萌では、るもい港オアシスとともに活動
し夏休み中の子供たちに釣りや留萌の前浜でとれた
ウニを海浜公園の前浜に放流してもらう「みなとオ
アシスるもい 海の日 親子体験」が開催されました。

「みなと座談会」では各地の活動について報告い
ただいていたことから、今後、新型コロナウイルス
感染者の減少に伴い行われる活動を含め、活動状況
の資料を各地の女性ネットワークに送付する予定です。

令和⚓年度 支部長等会議
事務局と各支部の情報を共有し、みなとサポート事業、みなとのパネル展、みなと座談会などの事

業実施を円滑に進めることを目的に毎年開催しています。
今年は新型コロナウイルス感染拡大のため開催時期を見極めておりましたが、変異株への置き換わ

りも進み、大きなリスクを伴うことから開催は見送り、各支部長等へは以下の資料を送付して情報共
有を図ることとしました。

①事務局・支部体制（事務局 13 名、各支部⚗名）
②事務局主要業務内容と実施状況
③みなとサポート事業の実施計画等
（⚒件を実施する予定であったがコロナウイルス
の関係で全て中止）

④その他業務旅費支給規定
⑤グッズ作成配布（Ｂ⚖版ノート・ボールペン＆マー
カー・シール）

⑥港湾キャラクター（着ぐるみ貸付事業）使用計画
（⚔件の実施予定が全て中止）
⑦防災エキスパート登録者名簿・連絡体制など
⑧助成事業（一般の部⚕件）
⑨その他、サポート事業の実施概要（各支部に記事
及び写真のお願い）
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コロナ禍前の令和元年支部長等会議



助 成 活 動
道内のみなとまちの活性化を目指し、企画・実施されるイベントなど、みなとまちで実施される様々

な事業を支援し、さらなる「みなとまちの活性化」に寄与することを目的に「助成事業」を平成 20 年
から実施しています。
14 回目となる今年度においても、各開発建設部の「みなとの相談窓口」を通して推薦していただく

と共に、当機構のホームページおよび広報誌「伝言板」で募集要領を掲載し、令和⚓年⚔月⚑日から
令和⚓年⚕月⚗日にかけ募集しました。

評価審査委員会
今年度は一般の部⚕団体から⚕件の申請がありま

した。
採択事業を決定する審査にあたってはコロナ禍の

ため、評価委員の方々に郵便にて申請書を送付し書
面により評価審査を行いました。

審査の結果地域住民との連携、実績を考慮し、申
請のありました一般の部⚕件を全て採択しました。
残念ながら今年度はコロナ禍のため各種イベント

が開催されず中止となった事業もありますが、新型
コロナの早期終息と各種イベントの再開実施を望む
ところです。



採択事業

活 動 名
団 体 名

活 動 目 的
活 動 内 容

開 催 日
開 催 場 所

① ・みなとピアノ設置記念コンサー
ト
・うみの日コンサート

・みなとまちづくり女性ネット
ワーク室蘭

・室蘭港フェリーターミナル内に誰でも弾ける「み
なとピアノ」設置記念のコンサートを開催し、港
の賑わいから街の賑わいへ広げる。
・海の日に合わせてみなとの歌コンサートを開催
し、音楽で広い世界観を生み出す。

・⚔月・⚗月

・室蘭港フェリー
ターミナル
・祝津海浜公園

② ・漁港区の美化活動
・みなとコンサート

・女性みなと街づくり苫小牧

・苫小牧港漁港区のホッキまつりに合わせて、フラ
ワーポットを設置し美化を推進する
・苫小牧市民文化団体協議会と協同して、みなとに
立地する施設を活用し、演奏会とみなとクイズを
同時に開催して港を PR

・⚘月・10 月・12 月

・苫小牧港西港
フェリーターミナ
ルほか

③ ・釧路みなとオアシス歓迎事業

・釧路みなとオアシス協議会

・市民目線で選定した「おもてなしマップ」を作成
し、クルーズ船乗客に配布する。
クルーズ船乗客にとって、ありきたりではない地
元情報が手に入るツールとなる。

・⚗月以降

・釧路港東港区耐震
旅客船ターミナル

④ ・WAKKANAI みなとコンサー
ト

・稚内のみなとを考える女性ネッ
トワーク

・市民に稚内のことを知ってもらう機会を創造する
ことで港に興味を持ってもらい、将来の魅力ある
稚内のみなとづくりに貢献する。

・⚗月

・稚内港
北防波堤ドーム

⑤ ・紋別港防波堤
イルミネーション事業

・みなと・まちづくり女性
ネットワークオホーツク

・防波堤などにイルミネーションを設置し、冬季の
臨港地区内の景観を向上することで観光客の誘客
及び周辺施設の利用促進を図る

・⚑月～⚓月

・紋別市海洋公園

（一般の部）
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② 苫小牧港漁港区美化活動 ② みなとコンサート

① みなとピアノ設置記念コンサート

④ 稚内駅前花壇アルメリア植樹

④



株式会社中田組代表取締役社長 中田伸也 様より
当法人へのご寄付について

令和⚓年⚖月 14 日に北海道開発局において、魚住聡港湾空港部長ご臨席のもと稚内市の㈱中田組
代表取締役社長中田伸也様より「NPO法人北海道みなとの文化振興機構」（以下当法人）へご寄附が
ありました。
これは、本年⚔月 24 日にご逝去されました前代表取締役社長、中田豊彦様の葬儀にあたり寄せられ

た港湾関係者や関係団体からの弔意に、生前たくさんのご厚情をいただいていたことへの感謝の気持
ちを込めて、当法人の今後の活動に寄与する目的でご寄附されたものです。
当法人の活動にご理解を示されてご寄附いただいたことに感謝するとともに、今後の活動に更に意

を強くするところです。
あらためて故中田豊彦様のご冥福をお祈りいたします。
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中村理事長 魚住聡港湾空港部長 中田伸也社長

中村理事長へ中田伸也社長より贈呈



伝 言 板

事務局・支部体制
令和⚓年度の事務局体制について事務局長が⚕月に交代し、事務局次長も 10 月までに新任⚑名を含め⚓名

が交代して 13 名で活動しています。また、支部体制につきましては札樽支部において役員が変更となってい
ます。
引き続き活力あるみなとまち作りを会員の皆様と共に進めてまいりますので、ご支援、ご協力をお願いいた

します。



〒001-0011 札幌市北区北 11 条西⚒丁目⚒番 17 号
セントラル札幌北ビル 5 F

当機構事務局への連絡は、下記のいずれかでお願いします。
Tel：011-727-3710 Fax：011-727-3710 E-mail：bunka-npo@kanchi.or.jp

なお、事務局は、常駐体制でないことから、ご返事を差し上げるまで一週間程お時間をいただくことも
ございますので、何卒ご了承をお願いします。
また、当機構の活動状況は、ホームページでご覧になることができます。
http://www.minatobunka-npo.info/

事務局連絡方法

事務局
役 職 氏 名
事 務 局 長 秋 葉 洋 一

事務局次長 福 岡 康 宣

事務局次長 三 原 一 憲

事務局次長 斉 藤 賢 悦

事務局次長 大 前 豊

事務局次長 髙 木 哲 夫

事務局次長 宮 部 秀 一

支 部
役 職 氏 名
事務局次長 渥 美 洋 一

事務局次長 鈴 木 一 行

事務局次長 秋 浜 政 弘

事務局次長 石 川 洋 一

事務局次長 上 川 功 一

事務局次長 飯 田 誠

役 職 氏 名
札樽支部長 千葉 不二夫

札樽支部次長 澤 合 英 治

函館支部長 川 村 求

函館支部次長 鈴 木 勝 晴

役 職 氏 名
苫小牧支部長 秋 葉 洋 一

釧路支部長 本 間 久 雄

釧路支部次長 佐 藤 浩 彰


